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説 明 概 要 に つ い て
１．工事の遅延について
（遅延理由）※令和５年２月７日付け、中島・岡山特定建設工事共同企業体提出「遅延理由書」引用
・コロナ禍による工場の稼働不足やロシアのウクライナ侵攻の影響で、世界的な原材料不足と資材の高騰
から、製品の現場への納入遅延につながった。

・部材の制作工場の人員不足や、現場の工種毎の慢性的な職人不足が、工程の遅れにつながった。

２．今後の対応について
（対応方針）
・現在の下野・福岡・高山小学校を統合し、現福岡小学校を仮校舎として、令和５年４月に開校し、新
校舎完成後に移転します。

・仮校舎での学校生活が、子どもたちにとって安心して学ぶことができる場所・環境となるよう、最優
先に整えます。

（個別の内容）

①仮校舎について
・統合小学校（下野・福岡・高山小学校）は現福岡小学校を仮校舎として使用します。
・普通教室１２教室、特別支援教室２教室、通級指導教室１教室を確保し、必要な措置の検討を進めて
います。

②給食の提供について
・統合小学校（下野・福岡・高山小学校）は現福岡小学校調理場を使用します。
・全員の給食の調理・提供が可能なことを確認しています。
・苗木小中学校は苗木学校給食共同調理場、蛭川小中学校は蛭川学校給食共同調理場を使用します。

③通学の方法について
・徒歩通学者は現在の通学ルート、バス通学者は令和５年度の通学ルートを想定しています。
・田瀬、下野地区、高山地区は令和５年度からの新たなバス停から仮校舎へ、福岡地区は現状のとおり
徒歩通学、高ノ巣地区はバス通学にて検討・調整中。

④学童保育について
・現福岡小学校の周辺での保育を想定しています。

⑤学校生活について
・人的配置のできる限りの充実
⇒令和４年度同様に統合加配教諭の配置、市費会計年度任用職員の増員、スクールカウンセラーの
配置回数増

・子どもたちの管理・安全確保の充実
⇒仮校舎への登下校の安全確保・生活の安全管理、子どもたちの心情に寄り添った教育活動の位置づけ

ご 報 告
（新）福岡小学校建設工事の遅延について

建設を進めてきた(新)福岡小学校について、建築主体工事の施工業者から工事遅延の申
し入れがあり、令和５年４月に新校舎での開校ができない事態となりました。
中津川市では、４月からの子どもたちの教育環境を整えることを最優先とした対応方針

を定め、２月１６日（木）に統合準備委員会（臨時会）、翌日の２月１７日（金）１８日
（土）に保護者説明会を開催し、以下のとおりご説明いたしました。
委員会では、施工業者より今回の経緯を、市教育委員会と今後の対応について説明し、

委員より多くの質問・ご要望を賜りました。

※令和５年２月１６日現在の内容であり、今後の協議・調整で変更が生じる場合があります。
※検討中の内容については、詳細が決まり次第お知らせします。



分類 質問・意見 回答

1 学校 ・子どもたちのメンタルのケアをしっかり考えてください。

（市）
・スクールカウンセラーという専門の先生も全体を見ていただきながら、子ども
たちの不安を解消するように努めていきたいと思います。
・また、環境を整え安全に過ごせるようにすることを最優先で考えていきます。
・子どもたちの期待を裏切ったことについては、謝罪をしながら、今後は子どもた
ちが新たな仲間との出会いへの期待が高まるような教育活動をしていかなく
てはならないと考えています。

2 学校
・保護者向けの説明会を行うという事なのですか、
地域住民向けにも十分な説明を行っていただきた
い。

（市）
・まず、保護者の皆様へ説明をすべきだと判断し、17日18日に保護者説明会
を開催しますが、地域の皆様へも、地域版広報などでお知らせさせていただ
きたい。

3 学校 ・通学ルートについて、保護者説明会の際に資料が
あったほうが理解していただけると思います。

（市）
・R5年度の通学ルートを基本に、現福岡小学校区は今までと同じ徒歩通学を
検討しています。ルートが確定しましたら、学校を通じて保護者の皆様にお知
らせさせていただきます。

4 学校 ・福岡小学校の閉校式は行わないのでしょうか。
（市）
・現在の3つの小学校の閉校式は、計画通り行います。
新たな仲間が加わった新たな福岡小学校としてスタートします。

5 学校 ・仮校舎として使用する場合、全１５教室が必要だが、
どの教室を新たに使う予定なのでしょうか。

（市）
・通級指導教室を普通教室に使えるよう、一部手を入れる予定です。
・また、コンピューター室、会議室等を使用し学習のための環境を整えます。

6 学童

・夏休みは利用者が増えますが、適正人数は大丈夫
でしょうか。
・学童は現福岡小が使用している場所なのか、または
別の場所なのか、詳細が知りたいです。

（市）
・子ども家庭課と相談する中で適正人数についても確認しています。
・最初に検討している場所は旧区民会館ですが、時期が延びるようであれば
周辺の施設も考えています。
・具体的な施設はまだ未定ですが、決まり次第報告します。

7 工事
・遅れる、間に合わないというのは、いつごろ分かった
のでしょうか。

（施工業者）
・危ないと思い始めたのは、去年の１０月ごろからです。工程表を何度も修正し、
人の手配をし、とにかく間に合わせるために努めてきました。
・決定的に間に合わないと報告させてもらったのが２月７日です。

8 工事 ・今、校舎は何割ぐらい完成していますか。 （設計事務所）
・１月末現在で８９％です。

9 工事 ・新しい校舎はいつから入れますか。
・工事の期間はどれほどになりますか。

（施工業者）
・調整中のため、現時点ではいつ完成するかははっきりしていません。
・現在、全力で工程を修正し組んでいるところです。工期が固まり次第報告し
ます。

10 工事 ・なぜこの時期の発表となったのでしょうか。
（施工業者）
・とにかく新学期までに間に合わせようと、その都度工程を修正し、試行錯誤
をしてきました。そのことが逆にこの時期の発表になってしまいました。

質 問 ・ 意 見

お問い合わせ先 中津川市教育委員会事務局施設計画推進室 0573-66-1111 （内線4285・4286・4292）

統合準備委員・保護者の皆様よりいただいた質問・意見から一部抜粋しました。

今 後 の 取 組 に つ い て

■施工業者へ

・施工業者と教育委員会は、今後の工程管理をお互い尊重する態度で、確実に間違いのない完成予定を

示すこと。そして完成に向かって、協力して作り上げていただきたい。また、くれぐれも工事の災害、校舎の安全

にも細心の注意をしていただきたい。

■教育委員会と学校の先生方へ

・延期による場所の変更は、子どもたちの心に大きな負担がかかる重大な事態です。子どもたちの心に寄り

添ったケアをしっかりとしてください。また、教育委員会は今後の調整をし、完成へ向けて努力いただきたい。

■保護者の皆様へ

・色々な変更を余儀なくされて、不安もあるかと思いますがなんとか乗り越えて、子どもたちの心に残る新福岡

小学校をスタートさせたいと思っております。委員会も一丸となって取り組んでいきますのでご協力をお願いしま

す。

保護者説明会の際に、鈴村委員長よりいただいたご要望から一部抜粋しました。

地域の皆様、保護者の皆様には、たいへんご心配をおかけいたしますが、鈴村委員長様からい
ただいたお言葉を真摯に受け止め、児童の皆さんが安全に過ごせる環境の整備を最優先で進めて
まいります。
気になることがあればお伝えいただくとともに、今後ともご理解、ご協力をお願いいたします。


